
［講　　師］

［講演要旨］

瀧　一郎 大阪教育大学教育学部教授

1959年東京生まれ。開成中学・高校卒業。東京大学大学院人文科学研究科美学芸術学博士課程修了。1995～1997年フランス政府給費留学生として
パリ第I大学（哲学科哲学史博士課程）に留学。大阪教育大学教授。文学博士（東京大学）、DEA（パリ第I大学）。専門は、美学、思想史。（財）天門美術館
理事、文語の苑理事。主要著作に、『ベルクソン美学研究－「直観」の概念に即して－』東京大学大学院人文社会系研究科博士文学ライブラリー, コン
テンツワークス, 2002.「想像と類比―ベルクソン的直観の論理」『美學』224, 2006など。

アンリ・ベルクソン（Henri Bergson, 1859-1941）はフランス・スピリチュアリスムの哲学者で、科学の実証性を重んじながら、経験に即
して自然と精神との根拠を問う生命の形而上学を提唱した。哲学者として国際連盟の知的協力委員会の議長を務めるなど、思索の人
として行動し、行動の人として思索する理論家にして実践者であった。「エラン・ヴィタール」の起源を求めて「愛」としての「神」へと導
かれる最後の主著『道徳と宗教の二源泉』（1932）は、未曾有の危機に立つ現在の人類に託された希望の書である。二十世紀に始動
した世界戦場化がテロリズムによって拡大され、迫り来る全面核戦争の危機を杞憂とばかり楽観できない今日、闘争本能を人間の本
性と認めて、戦争は殆ど不可避と考えるベルクソンが、それにもかかわらず、人類の未来に絶望することなく世界平和への希望を語り
うるのはいかにしてか。その哲学的遺言とも言うべきメッセージに耳を傾けてみよう。

［参考図書］
ご講演の内容の理解を促進するために次の図書が有益です。

ベルクソン著、平山高次訳　『道徳と宗教の二源泉』（岩波文庫1953年）

人類に託した希望の書『道徳と宗教の二源泉』
を著した大哲学者「ベルクソン」

思想・経済

〒619-0225　京都府木津川市木津川台9丁目3番地

2019年8月20日（火）  18：00～20：30

2019年8月19日（月）

国際高等研究所コミュニティホール

2,000円（交流・懇談会費用を含む）
ホームページからお申し込み下さい
https://www.iias.or.jp/communication/goethe

40名（申し込みが定員を超えた場合は抽選）

第    74    回

ゲーテの会事務局
Tel : 0774-73-4000 　e-mail : goethe0828@iias.or.jp
主催：公益財団法人国際高等研究所

ゲーテの会
満月の夜開くけいはんな哲学カフェ

日　時

会　場

参加費 定　員

締　切申し込み

けいはんな「ゲーテの会」とは…
けいはんな学研都市の建設理念は、「従来の近代科学技術文明を乗り越え、
新たな地球文明を創造するために、西欧が生み出した文明の成果と自らに固有の東洋的文
化を総合する」ことにあります。
研究所の庭園にあるゲーテの胸像はその理念のシンボルです。満月の夜は国際高等研究所
で、人類の未来と幸福、そしてけいはんな学研都市について考えてみませんか。

お問い合わせ

どなたでも

ご参加いた
だけます。

ぜひ、お誘
いあわせの

上

ご参加くだ
さい。

日本と世界の歴史の転換点で、転轍機
を動かした「先覚者」の事跡をたどる

「新しい文明」の萌芽を探る


